考えて みると わたしたちの 日常生活に 「しょうがな 

い」 という 言葉が、 なんと はば をき かしてい るだろう _ 

一 日のう ちに、 いくど 「しょうがな いな ァ」 という 声 

が あがる だろう。 ところが 不思議な ことに は、 しょう 

がない なァ、 といいながら も、 実際で はすぐ その あと 

から、 何とか そこに 当意即妙の 知恵 を 発揮して、 わた 

したち は、 そのこと を ともかくし ようことの ある こと 

にして 生活して 来て いる。 この 意味で は、 日本の 婦人 

たちが 日々 の 辛苦 をし のいで いる 手腕 は、 しょうがな 

いどころの さわぎで はな い。 おどろく ベ き根づ よさ を 

もっている。 それ だのに、 問題が 直接 家庭の 内から は 
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